
 
 
 
 

第１学年 道徳科学習指導案 
１ 主題名「あいてをおもいやって」（内容項目：B-7 親切、思いやり） 
２ 教材名「くりのみ」（出典「しょうがくどうとく１ はばたこうあすへ」教育出版） 
３ 主題設定の理由 

低学年は、発達的特質から自分中心の考え方をすることが多いが、様々な人との関わ
りの中から、相手の考えや気持ちに気づくことができるようになる段階である。そのた
め、幼い人や友達など、身近な人に広く目を向けて、温かい心で接し、親切にすること
の大切さについて考えを深められるようにすることが必要である。 

本学級の児童は、これまで、年下である幼児と一緒に遊んだり教えたりする経験や、
友達と助け合いながら物事を進める経験を繰り返してきている。それにより、児童一人
一人の温かな心は間違いなく育まれているが、こうした自身の成長を実感している児童
は多くない。 

本教材は、うさぎの親切な行動に心を打たれ、自分のことだけを考えてうそをついて
しまったきつねが自分の言動を反省する内容である。指導に当たっては、導入において
児童が協力して跳び箱を運んでいる写真や、幼児の活動を優しく見守っている写真など
を提示することで、児童に内在する温かい心を顕在化させ、自分と比べながらきつねと
うさぎの行動について考えることができるようにする。また、展開では、きつねの行動
をただ否定するのではなく、道徳的価値は大切であってもなかなか実現することができ
ない人間の弱さを理解させたい。「自己を見つめる」学習過程においては、導入の流れを
生かし、児童が教材から離れ、これまでの自分の経験やその時の感じ方、考え方と照ら
し合わせながら考えを伝え合う学習とすることにより、温かい心を育んできた自分の成
長を実感するとともに、身近にいる人に温かい心で接し、親切にすることの大切さにつ
いて考えを深められるようにする。 

４ 本時のねらい 
 きつねとうさぎの行動について考えることを通して、相手のことを考え、温かい心で
接し、親切にすることを大切に思う道徳的心情を育てる。 

５ 本授業のポイント 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の展開 

「自己を見つめる」 
を重点とした道徳科の授業づくり 

① 導入で、これまで児童が行ってきた親切な行為を写真で振り返ることにより、自分の経験と照ら

し合わせながら親切にすることの大切さについて、考えを深められるようにする。 

② 展開で、きつねの親切ではない行為を共感的に受け止められるよう発問することにより、親切に

できない時もある自分を見つめ直し、親切にすることの大切さについてより深く考えることがで

きるようにする。 

③ 展開で、これまでの経験や気持ち、考えを伝え合うことにより、温かい心を育んできた自分の成

長を実感するとともに、身近にいる人に温かい心で接し、親切にすることの大切さについて考え

を深められるようにする。 



 学習活動 ○主な発問 ・予想される児童生徒の発言 ・留意点 ☆評価の観点 

導 

入 

１ 本時の主題に係る経験を想起する。 
 ○ ２学期のこれまでの写真を見て、どんなことを感じま

したか。 
  ・「とびばこあそび」の準備で、△△さんが▲▲さんが困

っている時に助けてあげていて優しいな。 
  ・「あきのたからものランド」で、□□さんが幼稚園の子

に優しく遊び方を教えていて素敵だな。 
 ○ 親切にできなかったことはありますか。 
  ・「やさしずかタイム（テスト後の余り時間など）」で友

達が集中して頑張っているのにじゃましちゃった。 
  ・物の取り合いになっちゃったことがあった。 
２ 本時のテーマを確認する。 
 ○ 「くりのみ」を読んで、親切について考えよう。 

・授業の導入で２学期の学習活
動を振り返る写真を提示する
ことで、自己を振り返りなが
ら、本時の主題に迫ることが
できるようにする。 

・学級目標と関連付けている児
童の発言を全体で共有し価値
付ける。 

・親切にできなかったことも振
り返ることで、深く自己を見
つめ、展開で親切にすること
の大切さを捉え、考えを深め
ることができるようにする。 

展 

開 

３ 教材文「くりのみ」を読んで話し合う。 
○ どんなきつねと、どんなうさぎだと思いましたか。 
 ・うさぎは、くりを２つしか見つけることができなかっ

たのに、きつねに分けていたから親切なうさぎ。 
 ・きつねは、たくさんどんぐりを見つけたのに、自分の

ことだけ考えて隠したからずるいきつね。 
 ・でも、自分だけの物にしたくて隠したくなる気持ちは

わかるかも。 
 ・最後に自分のしてしまったことに気づいて泣いている

から、悪いきつねじゃないと思う。 
○ きつねは、涙を落としながらどんなことを考えてい

たのでしょう。 
・ぼくは、自分のことばっかり考えていたよ。 
・２つしかないのに、分けてくれてありがとう。 

○ あなたがきつねなら、このあとどうしますか。 
 ・嘘をついてごめんね。実はどんぐりをたくさん見つけ

たんだ。一緒に食べよう。 
・２つしかないくりのみをくれてありがとう。実はどん

ぐりをたくさん見つけたんだ。場所を教えるね。 
４ これまでの自分について考える。 

○ 人に親切にできたことや親切にできなかったことを
思い出して、伝え合おう。 

・困っている友達に声をかけたよ。 
・年下の子に優しくしてあげたよ。 
・友達にマイナス言葉をつかっちゃったよ。 
・友達に嘘をついちゃったよ。 

・単にうさぎが善、きつねが悪
と捉えず、きつねの心につい
て話し合うことで、自己を振
り返る際に、必ずしも親切に
できていることばかりではな
いという視点をもてるように
する。 

・きつねの涙の理由を考えるこ
とを通して、親切な行動に心
を打たれたきつねの心の変化
を捉え、親切にすることの大
切さについて考えを深めるこ
とができるようにする。 

・きつねのその後の行動を考え
ることを通して、親切な行動
がまた新しい親切な行動を生
み出すことに気づけるように
する。 

 
☆相手のことを考え、温かい心

で接し、親切にすることの大
切さについて、自分の経験や
その時の感じ方、考え方と照
らし合わせて書いたり伝えた
りしている。（発言・ワークシ
ート） 



終 

末 

５ 学んだことを振り返る。 
○ 今日の道徳を終えて、これからどんな自分になりたい

ですか。 
・優しい人になりたい。 
・親切にできる人になりたい。 
・相手の気持ちを考えることができる人になりたい。 
・困っている人を助けることができる人になりたい。 

 
☆相手のことを考え、優しく接

することの大切さについて考
え、なりたい自分について書
いている。（発言・ワークシー
ト） 

 

 


